
昭和５１年２月２５日第三種郵便物認可（毎週２回月曜・金曜発行）

昭和５５年８月１日発行
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=iこ　本二言準則y呂市峠こ昌　　ｇ　ヵ，今友

部俵鄙出開き言後人午　｀前　｀　　昭　　　　．

　田　　席催九べ。　寺　しのふ秋・月京　月　五　催に会

北　山　たでjl･｀先に御　十　　十　　　　　　士海　事　・ヽ｀十生金茶　九　　　　さひ結

道　務　　　こ市一方国の　日　　五　れか成
゛　局　　れが月の膠水　。　年　　　　、長　長　　に谷二御原　｀　土　　四　まぇ十

谷　　｀　　備の十都病東　゛　　月　して年
川　松　　ぇ私八合友京　午　　　　　　　．こ｀ゝ　本　　左学日をのフ　後　　支　た支記
.。　。　　記会。考会７　　ヽ　部　　　克μム
埼　会　　次館日慮はミ　ニ　長　　　”芯
玉　　計　　　第に゛し結り　　十　　乙　　　　長i忿
゛　゛　　で会にて成１　　日　　最　　　八八

森　　｀　　支場記医後ふ　⌒　止　　　否ム１４　昌パドルご　議を

　　　　　　　　　編　　　　　全　叫

　　　　　　　　　急

　　　　　国　行

〒158
　　剌　膠

定京　　゛'

話郡
　　世．　原

'天田
；　谷　、
し区　病

ご瀬
○田　　－

１　５　
友

六　｜

024,べ　の

三19
　　　　　会

吋
③医来先②①

り
も④を青③め－②のだ代いれ①回三

会　｀療れ生　ヽヽ十の　ヽ刷色　｀る万　｀まが表るず　｀本膳。。河⌒
員総相ぱ　｀午総年を全．りパー1こ円贅ま　｀委ｏ本現鄙事京本村本
会会談ア順後会記考国人ン膠とを勣継本員こ鄙在休概都鄙。鄙
費貴会ト天はは念え名れ７原　゜一会読鄙。こ運は勢要゛兼本兼
の料とラ堂記午総る簿るレ病　口員すの複で営規　　島゛鄙゛
改はすク大念前会こをこッ患　年をる遥散会委約　　　田　｀兼　ヽ
訂後るシ学講十　と作と卜者　一増こ営゛長員通　　　　浅゛。
に日　゜ョ塩演－　　゜ら　゜裏に　千加と０ををのり　　　　野　｀束
つ定　ン川。時　　　ず　表御　円すとや置定合０　　　　目。京
いめ　を先講よ　　　｀　紙理　にるな力くめ議会　　　　｀神゛

てる　差生師わ　　　支　に解　⌒為っ易かるに長　　　　⌒奈富　゜　しをは四　　鄙　支と　伺にたいとかよ　ヽ　　　関川田

　　　加予埼　｀　　　別　郡御　口賛゜よの　｀!p剛　　　　西゛⌒
　　　え定玉五　　　ヽ　事後　で助　う提規運会　　　　゛塩本
　　　゛゛医十　　　地　務肋　も会　に案約営長　　　　菊池郡
　　　最と大分　　　方　局を　゛費　現かをさか　　　　池　｀兼
　　　後　｀大　　　　別　一乙　　と一　体あ改れ置　　　　｀川こ
　　　に出島　　　　の　覧の　改口　勢っめてか　　　　　村　｀

１



友と六　　　　　　　　　　　　㈹　　陶物
のか牟友会　　　　　-1　　十　｀集貨｀　｀決全要結を０では示諸
会出大の員　　　　友　　　日十支｀各友定会の局考意出会さ物
は来月会の　　　　　　　　午九邱本支のす負と　｀慮見来員れ価
ヽ１発も皆　　　つの　　前日が年部会るにき緊せヽるのた高

昭し足皆様　　　ｔヽふ　　　中夜発三ののこ‾1は縮よ己範負か騰和だ以様へ　　　　　7i　　　懇十足月情周と膠　｀予なむ囲担　｀に
四　・来の　　全　て会　　談時し十勢知と原詳算どをの増支対
十原本御　　　　　お費　　会頃た六報となＬ細をの得本困部処
七く年協　　国　　　　　　をで　゜日告会っ誌左組意ぬ郎難会し
年感万力　　　　願改　　行支　栃と員だ上予ふ見時活と費会
四謝創に　　膠　’≡　　　ぃ部　木意の　゜で算　｀がは動のを･費
月ぃ立よ　　原　い訂　　正長　支見増　了案会出支に意徴改
よた十っ　　’｀　｀’⌒　－午会　郡交加　解説費だ部と見収訂
りし年て　　病　　　f直　富解を　　ヽ換に　　を明改　゜助どやしの
ヽｔを　ヽ　友　　　上　田散終　五　努　求を訂　戒め　｀゛予
会釦迎昭　　　　　　　　　記し了　月　力　め昨か　金る会ぃ算
員ねえ和　　の　　ご　－だし　ョ　す　た成是　のべ費る案
会まる四　　ム　　に　　　・ヽ　日　る　上し非　滅し据支か
費秀と十　　7i　　　　　　　　ュ　千　　・　ｔ　ヽ必　額と置耶提

　　　　　　　　　　　　　　　き　　う改費金　郎てこず六昭年　　　五　　　四　　　三　二　ーた別釦訂をか昨活支れ　゜○和額
し用い　｀まな　｀ら予　｀て　｀上　｀い紙願値三恵今勣郎等　○五二
てさて事しい細れ想国い電げ機の昭い上　ヽ激　｀援会を　円十　｀
はせ運務た全かまき鉄ま話を関で和申げ六に皆助員合　也一四
｀て営局　゜難いすれ運す料夢紙す五しす○高様の一せ　を年○
郵頂委は　連事゜｀賃　゜｀求ｎが十上る○騰御恋人だ　入度○
便き員寺　分で　そは　郵さ膠　｀五げこ円い承昧当会　会よ円
物　・会山　担す　　の今　便れ原　年まと　｀だ知でね費　時むを
の寺・ゑ　費が　他年　科で　度すを人しの訟助収　の人据
発山編み　が　｀　０度　金かの　予゜゛会て通送成人　み会置
送氏集事　こ会　交以　のわ印　算　御金釦か!ﾌ金よ　納会い
・の会務　の員　通降　値ま刷　表　諒をお　゛い一!9　め。て
受事議局　二数　費　｀　上す代　を　承一ま諸だ　｀　｀　て負か
理務の長　年の　　も毎　げ　ｏは　御　下　｀す物し○各　頂料む
・処際の　間増　同年　が　約　参　さ○の価て○支　い代ま
会理三自　に加　様値　予　５０　照　い○で　｀貧○郎　です

費内室宅　倍に　　と上　想　多　い　ま○　｀公１円に　訃と　゜の容をに　増と　考げ　さ　の　た　す円午共すを対　わし但
受と使訟　　しも　　えが　れ　値　だ　よに会料゜支し　まてし

げ会中入　⌒き十年　第か様以
ま費しに会納と四大尚で願全上
す値上つ費人こ年月　｀ごい員０を訟陶考た合周わ人
゜上げいは率ろ度末最ざとでよ一か　ヽえのせ光せ領

　げ　｀て友７２実会会近いご友う台か電てをて熱る収
　を以はの蚤際費員－１理の々購し話か｀月水よ証　御上会会９は収数年す解会内人てはヵ月順道り送

　諒の員運で人人約間゜を運容しい寺ま順二費に付
　解事皆営し会は一の　改営を九九山す三万・な等　下情様のだ金　｀　｀会　めに考いわ家　゜万円通っ事
　さをの根゜を二〇費　てご慮とけ私　円の信て務
　るご充幹　除　｀八納　こ協下存で物　に謝費か局
　よ涯分を　き五〇人　こ力さじあを　増金。むと
　う解次次　一九名状　に下いまむ従　順と電まし

　か下ごし　　｀二で況　申さます　｀来　いし話すて
　願さ協ま　　八千すは　　しいし　゜友友　たて代　゜の
　いい力す　○円か　ヽ　上まて　の０　しが　責

　申まをの　六あら五　げすぜ　会会　た!9全　任
　しし釦で　千る　｀十　るよひ　専に　い１部　を
　上て願納　円べ五四　次う皆　用て　としを　負

２



（収入の部）

昭和５４年度収支決算報告

自５４

至５５

４

３

　

１

３１

項　　　　目 予算額 決算額 付　　　　記

１

２

３

４

５

６

前年繰越金

会　　　　費

賛助会費

寄　附　金

販売収入

受取利息

　3 5 6,7 54

1,8 0 0,00 0

　200,000

　5 0 0,0 0 0

　２００,０００

　　1 5,0 0 0

　3 5 6,754

1,9 2 8,60 0

　160,000

　8 0 2.6 3 0

　1 0 9,9 9 0

　　1 3,0 6 5

( 187名新人会する）

合　　　計 3,0 7 1,7 5 4 3,3 71,0 3 9

（支出の部）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

支部助成金

総　会　費

会　議　費

印　刷　費

通　信　費

事務消耗品費

事務局費

書籍仕入費

活動交通費

分　担　金

渉　外　費

資　科　費

雑　　　　費

什器備品

予　備　費

準　備　金

　１０周年記念

(総会費用)

6 2 0,000

3 0 0,0 0 0

　4 0,0 0 0

８００,０００

3 0 0,000

　3 5.0 0 0

2 4 0,0 0 0

　８０,０００

４００,０００

　3 5.0 0 0

　35,0 00

　５０,０００

　2 6,7 5 4

　５０,０００

　7 0,0 0 0

5 1 4,0 0 0

3 7 4,645

　1 2,2 7 0

425,500

2 9 8,39 0

　6 5,8 5 5

240.00 0

　3 6.7 5 0

4 7 3,46 0

　3 5,8 0 0

　2 4,8 3 0

　　2,6 0 0

　7 0,4 30

　　　　　０

　　　　　０

600,000

役員会のための費用

　「印原」診療手帳そ０他

郵送料・電話代

文具代，コピー代

家賃・光熱費合

印原は左し

役員行動のための費用

全難連･障害年金改正をすすめる会

協力関係者と連絡０ための費用

参考図書

コピー機械保守費，その他

合　　　計 3,0 7 1,7 5 4 3,17 4,5 3 0

※備考…………次期繰越金 1 9 6,5 0 9

監査の結果上記の通や相違憲いことを認めます。

昭和55年６月１７日

-
３

会計監査

　

金

　

井 昭 ⑩



（収入の部）

昭和５５年度予算 （案）

項　　　　　目 予　算　額 付　　　　　記

１

２

３

４

５

６

７

前年度よね繰越

入　　会　　費

会　　　　　費

賛　助　会　費

寄　　附　　金

準　　備　　金

受　取　利　息

　1 9 6,5 0 9

　１００,０００

3,3 4 8,0 0 0

　２００,０００

　5 0 0,0 0 0

　6 0 0,0 0 0

　　１３､４９１

１,０００× １００名

3.6 0 0 × ９３０名

1.0 0 0×２００名

１０周年記念

合　　　　計 4,9 5 8,0 0 0

（支出の部）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｎ

１２

１３

１４

１５

支部助成金

総　　会　　費

支部長会議費

会　　謳　　費

印　　刷　　費

通　　信　　費

事務消耗品些

事　務　局　費

活動交通費

分　　拍　　金

渉　　外　　費

資　　料　　些

準　　偏　　金

偏　　品　　費

予　　備　　些

8 0 0,0 0 0

5 0 0.0 0 0

3 0 0,0 0 0

　5 0.0 0 0

8 0 0.0 0 0

5 0 0,0 0 0

1 2 3,0 0 0

3 6 0.0 0 0

6 0 0.0 0 0

　6 0,0 0 0

　3 5,0 0 0

　３０,０００

6 0 0, 0 0 0

　5 0,0 0 0

　5 0,0 0 0

合　　　　計 4,9 5 8,0 0 0

－４－



加
盟
全
国
団
体
と
の
協
同
活
動

五
五
・
三
・
一
五

　

全
国
患
者
家
族
集
会
実
行
委
員

　
　

会
第
八
回
幹
事
会

　

三
・
一
六

　

年
金
・
ソ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

三
・
一
七

　

患
者
集
会
実
行
委
・
厚
生
省

　

四
・
八

　

年
金
改
正
す
す
め
る
会
国
会
請
願

　

五
こ
ハ

　

健
保
問
題
国
会
各
党
社
会
労
働
委
員

　
　

忙
要
請
（
自
、
社
、
公
民
四
党
合
意
事
項
に
関
し
）

　

五
・
二
Ｉ

　

来
年
度
（
五
六
年
度
）
予
算
に
関
連

匯翻

　
　

し
厚
生
省
（
保
険
局
、
公
衆
衛
生
局
、
児
童
家

　
　

庭
局
、
医
務
局
）
交
渉

　

（
注
て
五
・
ロ
ハ

　

衆
議
院
解
散
の
為
、
健
保
改

正
案
は
継
続
審
議
、
年
金
改
正
を
す
χ
・
め
る
会
の
国

会
請
願
は
残
念
な
が
ら
不
採
択
と
痙
っ
だ
）
。

　

（
注
二
、
五
・
二
Ｉ

　

厚
生
省
交
渉
に
よ
-
ｓ
^
明
確
に

な
っ
た
事
項
は
、
田
難
病
治
療
研
究
対
象
（
五
五
年

度
は
増
加
し
）
を
Ｉ
・
三
病
患
増
加
す
る
。
剛
治
療

研
究
に
受
益
者
負
担
の
導
入
に
は
反
対
す
る
。
剛
国

立
神
経
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
部
門
の
強
化
に
努
力
す
る
。

㈲
差
額
徴
収
の
徹
廃
に
努
力
す
る
、
な
ど
）

膠
原
病
の
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大

　
　
　
　
　

第
一
内
科

　

水

　

島

裕

　

は
じ
め
に

　

歴
史
的
に
み
て
、
薬
物

療
法
で
画
期
的
な
も
の
を

五
つ
あ
げ
ろ
と
い
う
問
が

あ
れ
ば
、
抗
生
物
質
と
と

も
に
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
は
、
間
違
い
な
く
そ
の

上
位
に
選
ば
れ
る
薬
剤
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の
発
見
は
医
学
に
革
命
的
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
そ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
恩
恵
を
も
っ
と

も
受
け
て
い
る
疾
患
群
の
ひ
と
つ
が
膠
原
病
で
あ
る
。

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
卓
効
が

報
告
さ
れ
た
の
が
一
九
四
九
年
忿
の
で
、
ス
テ
ロ
イ

ド
療
法
も
す
で
に
三
十
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
と
に
な

-
ｓ
^
^
Ｋ
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

と
な
ら
ぶ
膠
原
病
の
代
表
的
疾
患
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
作
用
は
、
ま

ず
膠
原
病
で
検
討
さ
れ
た
訳
で
も
ね
、
そ
れ
だ
け
に

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
膠
原
病
に
対
す
る
効
果
は
、
目
を

見
張
る
も
の
で
す
。

　

膠
原
病
と
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

　

私
か
東
大
物
療
内
科
で
膠
原
病
の
患
者
さ
ん
を
診

療
し
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和
三
十
四
年
で
す
。
当
時

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の
患
者
さ
ん
も
多
数
人
院
し
、

ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
を
受
け
た
が
、
大
部
分
の
患
者
は

不
幸
な
転
帰
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

今
か
ら
考
え
る
と
二
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
一
つ
は
ス

テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
い
方
が
う
ま
く
左
く
、
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
に
対
し
て
は
、
通
常
十
分
の
量
が
投
与
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
う
｝
つ
は
一
般
の
医
師

の
膠
原
病
０
診
療
の
レ
ベ
ル
が
低
く
、
大
学
病
院
に

紹
介
さ
れ
た
時
点
で
は
、
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
か
か

な
ね
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
二
十
年
の
歴
史
で
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
基
礎

的
研
究
と
と
も
に
、
臨
床
使
用
の
経
験
も
十
分
と
な

り
、
現
在
は
膠
原
病
に
対
す
る
ヱ
テ
ロ
イ
ド
療
法
は

少
な
く
と
も
専
門
家
の
間
で
は
、
か
よ
そ
の
一
致
を

み
る
ま
で
に
、
経
験
が
積
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え

現
在
で
は
膠
原
病
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
、
多
発
性
筋
炎
、
リ
ウ
ｙ
チ
熱
々
ど
の
治

療
は
著
し
く
進
歩
し
、
死
亡
率
も
著
明
に
減
少
し
、

現
在
で
は
二
十
年
前
と
異
な
り
、
む
し
ろ
治
療
し
や

す
い
疾
患
に
座
っ
た
と
さ
え
い
え
ｆ
t
す
。
と
こ
ろ
が

現
在
で
も
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
用
に
関
し
て
。
問

５－



１テ膠近分るプはカテロでそす　　　　まドの剤昨だあくば題
す１原０をのレ一価ロソ　｀れかス種　すの例を用めっ適゛と
゜プ病進飲でﾄﾞ錠比イ。特ゆ　｀テ顛　　゜種か使に重さ切工思

　をの歩ま　｀ニのかドプにえい口と　　　類あう悩篤!ﾌなりわ
　使皮はな他ゾカら剤レ問　｀ずイ特　　　ヽるべん痙とステれ
　っ膚　｀いのロ価計でド題病れド徴　　　使よきで悪ステマる
　て病むと薬ｙか算｀ニは院も剤　　　　いう例い化テロト例
　｀変し駄剤がほし他ｙあでほの　　　　方にＫるをロイ　｜に
　しにろ目を通ぼての゛ｐ医ぼ経　　　　｀思十例みイドデい
　ぱ密教で用常同用スがま師同口　　　　副わ分　｀だド療スま
　し封膏すい一じいテもせかじ剤　　　　作れ投以例療法のだ
　ぱ療や゜る番とまロっんらもは　　　　用ま与前　｀法で患遭
　良法　ヽス時量なすイと　゜もの　｀　　　　なすしと不か調者遇
　い　｀局テはがっ　ｏドも通らとい　　　　ど　゜ﾌな同必中節さし
　効ス所ロ　゛多てスを使常う考く　　　　に以い様要止さんま
　果テ用イーくいテ使いプもえつ　　　　つ下例スなきれがす
　が口剤ドＳ入まロうやレ０てか　　　　いスガテ投れて　ヽ゜
　得イで剤７っすイ時すドをよあ　　　　てテどロ与｀いせた
　らドすの五てがドはいニ飲いり　　　　述口多イでそてっと
　れの　゜最錠い　゛剤　゛スグん　゜ま　　　　ベイ　く　ド副のもかえ

抗発もら安以かのど的六識らあし所口炎工常日症えも疫す
Ｄ熱　゛すに下良プが座○　゛れる　｀見ン　ヽリ一二防ぱそ反　゜膠適
Ｎ　｀きの－のく　レあ場。ﾀ中座時三　｀で心テＳＯ用関の応ス原切
Ａ皮わは錠城｀ﾄﾞわ合位枢いも○臨五識マ三Ｓが節投をテ病な
抗膚め困す量三＝　｀はを神時同。f床○座ト日三あ識与抑ロは投
休症て難つがＯｙェ五使経はじ以症Ｓどｌで○れ　ヽ量えイ炎与
｀状慎攻城なｍタロリ○い症三で下状六をデ著myば軽とるド症量
補　｀重こらか以ンテＳま状○　｀まを○伴ス明以十度関防剤や
休関にとすな下を－六すな。y関で考myっなﾌ1内分０佩用に免
価節減ががか１投ト○゜どで節も慮位てど改でで漿し々は疫
｀症ら多　｀難で与｜・g多あ十炎っに使いで善十　｀膜まど識を
血状しく通し城しデ位発れ分　ヽて入いる免が分プ識すあ症通
沈がま　｀常くらてス使性ぱで皮いれま時疫得でレ々　゜!?をし
値ほすた十　｀せもでい筋　｀す膚き　｀すは異らすドど軽ま抑て
かと　ｏと五十ま　｀五１識やが炎ま少　ｏ　｀常れ　゜ニのいすえ起
多ん－えmy日す通○すでは　｀たすし以プかま服ゾ場炎かるこ
少ど般城以程ｏ常Ｓ　ｏもり心ど　゜す後レ強す用口合症　｀作る
悪友的ら下度三は六腎　｀五識し発つ　゛ドく　゜後ｙ　｀　｀い用病
いくにせにを○経○炎典○　｀か熱誠検ニ　｀一　｀で抗たず　｀気
程　｀はて城目ｍﾀ過,,2ﾀな型Ｓ腎みがら査ゾ腎方通一炎とれ免で

てまいい　とロ極こも　鼠ずうんしぱ無はと　すしに度
与す方膠な言イ言とっいをか少｀て三視初恵ス　ｏすなの
え　゜か原釦っドすととず繰なしこ中○し期わテ　　ぎる鼠
てまよ病　｀て剤れ同もれり悪工れ止。ｙてのれロ　　で程が
いたくで強もをぱ時重に返化夫でしか―計るイ　　｀ス適
１中　｀は皮よう　｀に要せすにか良てら方画使ﾄﾞ　副テ切
す年使　｀症いまェ　｀でよ方注必いしは　に用剤　昨ロで
゜以っスも位く　リ無あ　｀法目要場まじ的従法の　用イ　｀

　後てテ含で使テ理かスでしで合うめにいに使　のド検

　のも口めすう-，し　｀テすすすもと　｀域　｀　゛用　た剤査
　人維イ　゛゜かトて不口　゜ぎ゜あい一量臨時法　めを所
　に持ド重　否｜城必イ　　｀第るう週す床々に　悪使見
　は量剤要　かデ量要ド　小２か方ずる症遭関　いうが　量はは臓　にスしに剤　刻は　ヽ法つ方状偶し　結のす

　を２通器　かのな多の　み検－で５法やして　果はべ
　少錠常に　か治い量量　に査般すｍｙで挟ま２　　を　ヽて

　し以使病　　っ療こ用の　城成的　゜ず　｀査すつ　及通マ
　城下用度　てはとい決　量績にもつだ成　゜の　ぼ常イ
　らとしの　　いスで政定　　｀のはち城と績一悪　　し投ナ
　ししなな　るテすいか　増わもろ量えをつい　１与ス

６



与るそわで授るえか剤日いよの唾にえ少い一む上が効授三

法のれれ　ヽ与症るでをふヽ方く離すも痙量虚日し授あ果与回ス授

なで以な膠で状こす飲きが　｀脱　ｏ　、い投ど三ろ与りを　｀分テ与

ど問上い原は　ヽとかむのよあよし朝た与０回十すま強パ割口法

あ題の゜病　｀たは　｀方早いまやか－めに場授分るすめﾉﾚ授イ
るで量まの非と　ヽ逆法朝とかもし回に々合与痙場　Ｑ　ｓス与ド

がす０だ場授えスにて一思離　｀　｀授もっはが薬合一則療　｀剤

｀　゜ス　｀合与ぱテ効す回い説症膠与　｀た　ヽ通理は般作法朝の

例こテ万は日発口果が　｀まと状原なま場夜常作　｀論用々一授

外のロ一　｀に熱づも　｀かすい悪病どた合をよ用副とをど回与

を他イ再あ悪　｀ﾄﾞ減両々　ｏう化のが則は省いを作し減あ投法

除パド熱ま化関剤り作り隔こを場好腎　｀く　゜期用てらり与と

いﾉﾚ剤をかす節よま用の日とも合ま機生こし待をはすま　ヽし

てスが起良る炎りすが量授にたはし能休とかし抑　｀こす隔て

は療再こい傾な早゜滅の与心らスいののもしたえ－とが日は

こ法びし方向ど期－るス　ヽをさテこ回りで　｀方る日に　ヽ投　｀

れ　ヽ必た法がはに般こテつ奪なロと復ズき夜がよ三そい与－

ら間要場とあ　ヽ改的と口まわいイにのムま眠よか○のず　｀日

の欧と合もる隔善にはイわれ方ﾄﾞなたをすれくもｍｙ怠れ間二

治授産も思の日すい確ドーなが剤かめ変ｏな　｀　゛以義も欧　｀

昨剤療がせで接　結を白補る蛋いるやで限期昨み用効　　　　療

用０法でよるにス果減尿体こ白る場血す０間用らは果ス田　法

は種にた　｀こ関テがらだもと尿の合管゜量になれ表とテ作　は

訪類よ時スと係口得しけ正でがはが炎最によどるに同口用　必

げをわはテはしイらだ持常す逆｀あ左近スっが重示様イ　　　要

ま変良　ヽ口やてドれむ続と　ｏにスｊど問テてあいしそド　　　痙

すえく医イむい剤る　｀す次ェでテ１も題口異り副だの剤　　　い

゜る痙師　ドをる０こ抗るや　りるロす　’とイ次ま作よ副は　　　て

たこると剤えの副と血例｀テェイ　゜スなドるす用う作双　　　し

ととこ相に左で作が小で他マリ　ド私テっ剤の　ｏ　ゝ痙用刃　　　よ

えにと談よい　｀用あ板はのトテ剤共ロてをでい壇ももの　　　う

ばよもしるこあはむ療　｀臨｜　マをがイいと　｀すれの強剣　　　゜

食て/てととるそま法逆床デト使段ドるどこれにがいと

欲てま下思で程のす剤に症ス｜い近剤太めこもみあもい

のもたさわす度薬　゜をス状でデ過興が腿るで投らかのわ

異　｀スいれ　゜０理　使テが抗スぎ味関骨こも与れ　｀でれ

常一テ　゜るい田作　うロ痙核のるを係頭と必量るしする

充郡口他田す作用　　とイく抗例だ感しのが要　｀重ば　゜よ

進のイの作れ用と　良ド　｀体がめじて壊大垣投いし副う

｀田ﾄﾞ治用にが密　い剤蛋やあにてい死切小与副ぱ作に

かに剤なぞﾄﾞめ用命意も逆んの用しの言量ろと適ウ　　　　良精

るつをどの剤てをるにくにでスがいたっを　゛っ切マくか　く神

よけ７に分光も忘の中るスいテそ投めて見膠てなチ．りわ　な異

うるト備だけ　ヽれで断かテだロれ与にもい原も投熱返か　　る常

に物ッえけはまな　゛しもロだィ極量　｀残出病っ与以しに　　こﾌな

しに夕　｀昼飲たい伺　ヽしィき　ドなを医念し治と量外て　　　とど

です自飲ん食こは重れﾄ’だ剤け見師攻　ヽ療もをの述　　　がは

ぉヽタる宅むで事とと症ま剤いはれつとが適の重見膠べ　　　あ　ヽ

くテこ毘こ下をでものせかと　ヽぱけ協ら切こ要つ原ま　　　かト

の口とかとさ摂すあ再んら思－ヽて力過Ｋつなけ病す　　　まり

もィも左でいら　゜れ発ｏ完い生だ下し言投はこるでが　　　すア

ート’大りす　゜次他　｀がス全ま飲とさ検で与スとこは　ヽ　　゜ム

つ服切の　゜朝くのス起テにすむえい査はすテでと　゛関　　　　シ

の用で量ま飲て薬テきロ離゜位ぱ゜座あるロすがス節　　　　ノ

方中すのたみも捌口だィ説その－そどかこィ　゜｀テリ　　　　ロ

法のしス万忘　｀をィ例ドがうつ日しをまとド現そロウ　　　　ン

とこ　｀テーれスすドも剤ですも二て受せにの在のィマ　　　　Ｋ

思と１ロのれテペ剤数をきれり錠　ヽけんあ適の治ドチ　　　　変

いがたィ事ばロて０多不るぱで程副　ヽ゜る切とI療剤　｀　　　　え

まわ身ド故｀ィや服く用日　｀飲麦作正こと々こにのり　　　　て

７－



す
。
最
後
に
不
必
要
な
投
与
法
を
避
け
る
と
同
様
、

無
理
に
減
量
し
な
い
こ
と
を
述
べ
終
り
と
致
し
１
す
。

表

　

ステロイド剤の副作用

○感染増悪，誘発

口消化性潰瘍
口糖尿病，過血糖
ロ血栓，動脈硬化，血管炎

ロ精神変調
ロ骨折

△副腎不全△痙姫様発疹

△多毛症
△骨粗症

△興奮
△満月様顔貌
△体重増加
△多尿
△白血球増多
△月経異常

皮下溢血，紫斑

色素沈着
脱毛
血圧上昇
心悸昂進，心電図異常
食欲不振
食欲異常昂進

便秘，鼓腸
下痢
咽喉の渇き
多汗

白内障
緑内障
頭痛、多幸症
憂うつ症，悪心

不眠

むねやけ
筋肉痛

関節痛

筋脱力，筋萎縮
詐毀げ勁k。

腹痛
吐血，下血
脳内苦悶，白血球減少

低カリウム血症
発熱
四肢温感，歯痛
浮腫
性器出血
性欲減退
甲状腺機能低下

○しばしぱみられる重篤な副作用
口重篤な副作用
△しばしばみられる副作用

会
員
だ
よ
り

「
私
の

　
　

体
験
記
」

塵芥‰犬＿
｡戸回ｒ７

「
社
会
復
帰
を
目
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　

頑
張
っ
て
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
杉
山
和
子

　

拝
啓
、
寒
い
冬
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
。
急
に
春
め

い
て
I
)
ＷＣ
^
-
(
Ｈ
し
た
。

皆
様
方
に
は
釦
か
わ
ｈ
ｙ
左
く
、
お
過
し
で
ご
ざ
い
ま

し
'
^
　
*
ｒ
＼
か
。
そ
０
後
は
す
っ
か
.
s
r
v
御
無
沙
汰
い
た
し

ま
し
て
ま
こ
と
に
失
礼
の
ほ
ど
か
許
し
下
t
ｙ
　
ｃ
ｉ
Ｈ
せ
。

　

私
も
ア
フ
タ
ー
ケ
ヤ
ー
Ｋ
入
所
し
て
は
や
、
九
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
元
気
に
過
し
て

か
ね
ま
す
。

　

今
は
こ
こ
を
出
て
就
職
す
る
こ
と
を
一
番
の
目
標

に
し
て
頑
張
っ
て
A
^
-
S
M
H
す
が
、
自
分
の
年
令
や
倒

れ
て
か
ら
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
の
年
月
を
考
え
た
り
す
る
と

や
は
-
Ｃ
＼
、
不
安
に
な
っ
た
■
s
＾
-
l
＃
し
ま
す
が
、
皆
様
方

が
頑
張
っ
て
い
る
０
だ
と
思
っ
て
、
励
ま
さ
れ
て
I
(
4

.
Ｃ
＼
≪
す
。

　

長
い
年
月
ａ
闘
病
生
活
で
友
達
も
失
っ
て
し
ま
い

１
し
た
の
で
、
ど
な
た
か
気
長
に
お
つ
き
合
い
し
て

下
さ
る
よ
５
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
友
の
会
で

紹
介
し
て
下
さ
れ
ば
あ
り
か
た
い
の
で
す
が
、
何
と

も
ず
う
ず
う
し
い
か
願
い
を
書
い
て
し
ま
い
ｉ
し
た

が
よ
ろ
し
く
参
願
い
致
し
１
す
。

　

い
つ
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
就
職
か
決
っ

た
時
点
で
、
軸
訪
ね
申
し
上
げ
い
ろ
い
ろ
御
報
告
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
も
よ
ろ
し
く
ご
自
愛
下
さ
い
ま
す
よ
う

か
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

友
の
会
の
皆
様
。
ぜ
ひ
軸
友
達
に
な
っ
て
訟
手
紙

（

で
も
出
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

）

へ
住
所
）

「
私
の
生
活
」

杉
山
和
子

　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
栗
原
真
澄

　

わ
が
家
の
1
　
ｍ
は
、
狭
い
２
Ｄ
Ｋ
の
ア
パ
ー
ト
の

か
台
所
の
カ
ラ
カ
ラ
と
洗
濯
機
を
ま
わ
し
な
か
ら
、

ト
ン
ト
ン
と
朝
ご
ば
ん
を
つ
く
る
夫
の
い
せ
い
の
い

い
ほ
う
ち
ょ
う
の
音
か
ら
始
ま
む
ま
す
。

　

実
は
、
私
は
右
肩
骨
壊
死
で
炊
事
が
と
て
も
つ
ら

い
の
で
、
い
つ
し
か
そ
の
様
な
習
慣
に
な
っ
て
い
る

０
で
す
。
夫
は
そ
れ
こ
そ
、
風
邪
で
会
社
を
休
ん
だ

－８－



つ実に今き後事事仕　う年いそのまかこで物訃済夫ろ朝かな日
らは通は痙は　ヽく事子でにまのでね々のしがそまはかごぶけで
いこっ　｀事こ－らは供すたす苦すず時様よからせそ　ヽはっれも
時のてパをた時い　｀を　゜っが労　゜み間にうかくての私んてば　｀
間時いッやつ間な朝学。て　｀の　のを夫゜っ早　｀ととの朝痙小
で間１チっにもの食校今も。せ　様ふは　て朝洗ろ子か食ら学

もがすワてああでのには中夫い　にと毎　いの履に供い当な二あ　ヽ゜１いたれ　・後送１年はか　動ん日　　る七物はのし番い年
る私　夕るっばなかむだ太若頭　いの　｀　０時をも起い⌒の生

のに　にのて済にた出３０ !? しは　て床起　はご干う床み？での
でと　凝でテんせずし代Ｋらし　すあ床　近ろし自時そこヽ子
すっ　っすレで　ヽけたのはから　べげか　所にに分刻汁を毛供
ｏて　て　゜ピしせ　ヽ私考及とが　てから　でもかのでのか布を

　は　週　を１ま掃の年ぱいに　終ら出　　もうか朝すにかを学
　－　に　見いい除主でない左　わ洗社　わ窓か食゜かしど校
　番　一　忿まア気婦すい１タ　　ら堰ま　がの１は　いまてに
　楽　回　かすパをどですか　せまで　家外すさ　がせら送
　し　　｀　ら　ｏｌかし　すがか　てでの　ぐに　゜っ　すんのり

　く　　講　　｀　　卜けて　　み｀゛っ　い　｀わ　　ら洗　さ　　る　゜様出　又　習　好　のる０　そ中て　　くこす　い濯　と　　こ　にさ

一せうたで頼よので役し夫まいかそせＩサ当その－めまで為本
度ん家と　｀にくでもにとはすついんいブラすの病ﾉゝられもに当
でｏ庭え時対しす夕回夕　｀　ｏもになをルサる楽気リれな私はは

も　０ど々したか食っ食帰　のい好出セののしで　ヽないの　ヽ・入　味ん　ヽてもらとてのわ　様くきしンボでさすキい様凝右手

院　ほな手　ヽの　｀いし仕か　に時かてタ□　｀ばルo (c i) lE芸
し　ど粗砥決で大っまたい　ォ間っい】布昼゛　テで　ヽ性か事
だ　　ヽ食っっ　｀していくつ　　１にてま０に間や　　ィ　｀だはよは

経　かでてし一たもまだも　　トな左す製かはは　ン頂か　｀く肩
験　いももて人もこすけ八　八っ事゜昨こ　｀ね　　グをら走忿の
を　　し　｀ら首娘のの　゜は時　イてを　ＫＩ私痛　を休とりい骨

訟　い家いをのは不　　ヽ過　でしし　痛れのさ　　し１い出のに
持　ご族ま横わ御自　　どぎ　買まて　いて大を　ませっしで響
ち　ちだすにが膳由　　うな　いいい　　と　ヽ好こ　すなてたすく
の　そんｏふ子Ｋ政　　しの　出まる　言パきら　　ｏがす電　゜の
方　うら　　りが出手　てて　　しす内　いッフ1え　。らぐ車　で
な　　はん　ま　ヽまで　　も　゛　に　ｏに　　たグ花て　　こ　｀にか　　゛
ら　あで　せ親せつ　　｀買　出　　｀　がやがも　れ－あす　病
だ　り味　んのんく　私い　か　か　ら　｀ら　゛　もﾉゝき　ぐ　　気
れ　　まわ　の依　゜る　　の出　け　つ　　ヽテや相　私リら止　Ｏ

　　　　　　　　　　せす私かんも鏝でっ出婦く０どる入た　で
　　　　　　　　　　痙かはぃ　｀よ後胸てて。れ足んの浴大楽も
　　　　　　　　　　日　｀Ｓ愛臭いにがくく夫るもなでの変し｀
　　　　　　　　　　々家Ｌ情さの　ヽ－れれ？まとにす世　｀ぃそ
　　　　　。　　　　を族Ｅをんで友杯たる゛でに疲゜話夕夕ぅ
　　　　　　陥　　　　送と　｀　｀　｀すののゎ夫三　｀　｀れ　と食食痛
　　　　　　　　　　っ　｀右そぁ　゜会思が　ヽ助文湯て　　｀の時感

　　　　　　’　　　て神肩そるどのぃ娘卒と句タ帰　次後もし
　　　ぴ　　　　　　　ぃ様骨ぃぃぅ御でに直一一ンっ　かかすて

　　　。　　　　　　　１の壊ではか家す　｀で人っポて　　らたぎ頂
　　　.，　　　　　　　す愛死や　｀病族　゜私　ヽで言をき　　次ずるけ
　　　　　　　　　　ｏにでっか気ｏ　は私二ゎ暖て　へけとる

　　　　　　　　　　　さ４て母を皆　心の役すたも　　と　ヽ夫事
　ダ　　　　　　･･　　さ級下さ背様　か分もにめ　ヽ　仕布はで
　　　　　●S　　　　　え身さんか｀　らま三毎て床　事団そし

　　　　　　　　　　　ら体ぃのっと　感で役日差に　が敷れよ
．　　　　　　　　　　　れ障ｏ為たん　膳健も　｀しつ　待きかぅ
タ｀S｀　　　　、.　　　　て害　に知友　の康か夫人ぃ　　っ　｀ら　゜

　　　　　　　　　　　｀者　　｀子形　気にっ　ヽれた　　て私か　　　　　゜　・　　幸で　暖さで　持育て主て私　ぃのま

－９－



器でて若をまうり　来病く去です　喜だ今私良赤
をもしぃ家き食だ私べ院な年もかさび時はのくち足　　　-1
洗夫ま健族の事くもッでり－伺むて共はす命歩やょ
ぃやぃ康に着かな病トはま五ん大私にぃっ令ぃんヽ　　歩
全子ま攻攻勢らぃ気の手し十と変の苦っか通-rのぉ　　　け

て供し時っぇ　｀とに生術だ四かで足労もりりくょ前　　　尤ヽ
の達たにてや手思攻活け　゜年－しはし私歩にれちは　　　ぶ
世　｀　゜は居らのっっに出　゛人だ三たとけ従たょ良　　　く
話ぃ　考り身指てて攻来　－て　り　、ゝ一なっ゜ちく　　　か
をや　ぇまのも居もっな　月ト　　四永諸くて　歩歩埼　　よ
し攻　　らす回曲り排てぃ　ょイ　年ぃに痙く　　きぃ玉　　っ

て顔　れ　゜わりま便しと　　カレ　前事色っれ　のて県
く－　も　一肩しのまの　すに　かど々たた　時く　　　た
れつ　　し　切もた世ぃ事　っ行　らうなかヽかれ梶　私
１見　な　と痛の話まで　かけ　歩も所前有　らた
すせ　ぃ　排むに毘しそ　　むま　　く／に　｀難　五ね田　　L-
oな　私　便の　｀だたれ　歩し　の＼行でう　十　葉

　ぃ　に　のでとけ　ｏか　けた　に有きも　゜　数
　で　攻　世ヽうは　ら　々が　杖難共歩　　年　子
　便　っ　話ねと左　以　　　｀　に叱にけ　　　間

と春病足諸私　は昼す永い手私人時　いでいで前健感

思の気で々はも元は事いの術は生に幸つも事し０康謝

い道の歩の涙し気現を病でが第　｀はいと　ヽでよ事々し

１を人い森　・｀に実感気し不一いこにめ私すうと人て

す鈴のて羅涙奇歩の謝とよ能種つうべてが　゜が思　｀毎

ｏを快ふヽ万で跡け歩し戦う左二としッ明暗　　｀い歩日

　鳴俣遍像全がるけてっから績のてトるく　　と　ヽけを

　らを路にて起夢忿いて　｀こｏ様ぺにくな　て歩る過

　し祈さものきをいま今での障にン起過つ　･もけ人し

　乍りん頭人て見生す日も足害左を上して　／痙はて

　ら　｀にをに夢ま活゜迄本も者る取がては　＼い皆居

　歩人行下感がすで　生当生とかるっ居家　つ事歩!ﾌ

　い々きげ謝本　゜す　きに涯な分事てり族　ら等けま

　ての度てし当　が　て皆歩りかが｀まも　　く考るす

　／幸く　ヽ｀民　　｀　か様くまら出手す気　悲え事゜
　＼せ思そかな　夜　便の事しぬ来０　°分　　して左

　行をいし礼っ　　｀　　むかがた事ま調　悪　くもん

　き願まてをた　見　出か出　０です子　い　　｀見て

　度っすこ言ら　　る　来げ来　す　０良　　と　淋左当

　いて　゜のい　｀　　夢　　までな　　０　　い　　思　　しいり

　　。
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昭
和
５
５
年
３
月
１
６
日
宇
都
宮
市
の
保
健
福
祉
会
館

に
軸
い
て
、
栃
木
県
支
部
結
成
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
本
部
よ
･
!
=
^
寺
山
事
務
局
長
、
森
田
埼
玉
県
支
部

長
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
患
者
家
族
約
８
０
名
、
関
係

者
約
２
０
名
の
出
席
が
あ
朽
’
盛
会
の
内
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
午
前
中
に
支
部
結
成
大
会
、
独

協
医
大
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
牧
野
教
授
０
「
膠
原
病
に

つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
カ
、
午
後
自
治
医
大
、
独
協

医
大
の
先
生
方
。
保
健
婦
０
皆
様
の
協
力
に
よ
る
、

医
療
生
活
相
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
何
分
に
も
は

じ
め
て
の
こ
と
で
事
務
局
が
不
慣
れ
な
た
め
、
ス
ム

ー
ズ
忿
進
行
が
で
き
た
か
っ
た
面
も
あ
り
、
集
っ
て

く
だ
さ
っ
た
患
者
０
皆
様
が
一
つ
で
も
納
得
し
て
下

さ
っ
た
も
０
が
あ
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
資
金
不
足

事
務
局
員
の
不
足
等
、
困
難
左
こ
と
か
た
く
さ
ん
ま

ち
か
ま
え
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
サ
イ
ド
の
協
力
、

先
生
方
や
各
地
区
の
保
健
婦
さ
ん
た
ち
０
訟
し
み
な

い
バ
″
ク
ア
こ
フ
等
、
心
強
い
味
方
も
た
く
さ
ん
つ

い
て
い
ま
す
。
や
っ
と
歩
き
だ
し
た
私
達
の
支
部
、

病
気
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
友
の
会
が
解
散
で
き
る

日
ま
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
木
朝
子

　

東
京
支
部
だ
よ
り

　
　

第
五
回
（
五
十
五
年
々
）
膠
原
病
医

　
　
　
　

療
相
談
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
部
長
富
田
保
蔵

　

昭
和
五
十
五
年
六
月
八
日
（
日
）
午
後
、
港
区
芝

０
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
で
東
京
都
委
託
、
東
難

連
主
催
０
難
病
検
診
事
業
の
一
つ
と
し
て
膠
原
病
医

療
相
談
会
が
友
の
会
東
京
支
部
０
協
力
に
ょ
っ
て
行

左
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
難
連
事
務
局
へ
の
電
話
予
約
申
込
は
約
瓦
名
で

こ
０
う
ち
原
則
と
し
て
非
会
員
０
一
般
都
民
を
対
象

と
し
て
四
十
七
名
を
受
付
け
ま
し
た
が
、
当
日
は
午

前
中
の
雷
雨
の
悪
天
候
も
加
わ
ね
実
際
の
受
診
者
は

三
十
三
名
に
と
ど
ま
ｈ
ｙ
ま
し
た
。

　

相
談
会
は
友
の
会
役
員
に
よ
る
受
付
、
相
談
票
手

交
、
そ
の
受
付
順
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
０
問
診
に
よ

る
相
談
票
記
入
と
相
談
、
次
に
先
生
方
に
よ
る
診
察
、

最
後
に
友
の
会
役
員
と
の
懇
談
、
入
会
受
付
の
順
序

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
相
談
者
の
一
番
乗
は
十

一
時
頃
で
し
た
が
、
十
二
時
頃
よ
り
受
付
、
十
六
時

過
ぎ
診
察
を
終
か
、
そ
の
あ
と
先
生
方
、
ケ
ー
ｙ
ワ

ー
カ
ー
、
友
の
会
役
員
の
懇
談
を
持
っ
て
閉
会
し
ま

し
た
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
東
京
都
医
療
社
会
事
業
協
会

よ
わ
ｙ
五
名
が
出
席
さ
れ
、
診
療
に
は
友
の
会
顧
問
Ｏ

国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
（
兼
東
大
）
横
張
先
生
、

慶
応
大
学
東
条
先
生
、
順
天
堂
大
学
橋
本
先
生
０
三

先
生
と
順
天
堂
大
学
上
原
先
生
の
合
計
四
人
ｏ
専
門

医
が
当
っ
て
下
さ
か
、
東
京
支
部
役
員
三
名
、
同
会

員
二
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
名
が
か
手
伝
い
し
て
、

受
診
者
一
人
当
か
問
診
と
相
談
約
二
十
分
、
診
察
約

十
五
分
の
時
間
が
割
当
て
ら
れ
た
こ
と
に
l
ｙ
-
s
^
-
w
す
。

　

受
診
者
は
塞
尽
二
三
神
奈
川
四
、
埼
玉
一
、
千
葉
四
、

茨
城
、
栃
木
、
長
野
各
一
名
の
合
計
三
三
名
で
、
男

六
名
女
二
七
名
、
年
令
は
六
オ
の
男
の
子
か
ら
六
二

オ
の
女
性
と
広
い
分
布
で
、
十
才
未
満
『
十
代
ゼ

ロ
、
二
十
代
二
、
三
十
代
一
〇
、
四
十
代
一
「

五
十
代
八
、
六
十
代
一
で
し
た
。
発
病
後
経
過
年
数

は
一
ヶ
月
か
ら
二
十
年
と
幅
広
く
、
そ
の
間
訪
れ
た

病
院
数
が
ゼ
ロ
（
こ
の
相
談
会
受
診
が
始
め
て
）
三

名
か
ら
、
最
高
五
ケ
所
一
名
で
、
一
ケ
所
一
五
名
、

ニ
ケ
所
七
名
、
三
ケ
所
四
名
、
四
ケ
所
二
名
、
不
詳

一
名
で
し
た
。
う
ち
七
名
ｏ
方
は
膠
原
病
で
は
衣
く

又
専
門
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
方
は
十
九
名
に
達
し
、

斯
様
痙
相
談
会
ｏ
必
要
性
の
高
い
こ
と
を
証
明
し
た

も
ｏ
と
考
え
ま
す
。

　

受
診
相
談
の
目
的
を
分
類
し
ま
す
。

‐
病
名
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
（
診
断
）

　
　

一
九

口
専
門
医
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　

一
五

　
　

（
実
際
紹
介
は
前
記
の
様
に
一
九
で
、
精
密
検
査

　

を
受
け
る
為
の
も
ｏ
も
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
）

匂
症
状
、
病
気
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　

一
三

㈹
治
療
法
の
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

㈲
療
養
生
活
の
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

内
生
活
問
題
の
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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　　　　　　　……｀’｀･　名　ま動と友右㈹㈲因　㈲紳目口　日
　出場日　　　，　　　　で当しけはのの不特受　や専病受　安受
　席所時　　　　｀1　　し日たる思会不詳に診　名門気診　心診
　者　　　　　　友　　たｏ　°こわ役安　感ｏ　　し病のし　が後
　　||　||　　　　の　　　゜新　　とれ負か　想機　　く院こて　　得○
　　千５　　　　ふ　　　入　をず　｀や　な会　懇をとよ　　ら感
会友葉月　　　　こZ･　　　　会　眼　゛会わ　　しを　切紹がか　れ想
負ｏ県３　　　　千　　　申　の療負ら　　捉　攻介はっ　たと
外会数日　　　　　　　　　込　あ養のい　　　め　相しつ託　　｀し
３ １１育午　　　　葉　　　四　た摂様だ　　　て　談てき　　　不て
名名会後　　　　目　　　　名　　り生子中　　　幸　　゛貸し　　　安は

⌒　館１　　　士県　　　　｀　に次をに　　　と　説って　　　が新　　　時　　糸口支　　　　入　見第見　｀　　　思　明て有　　　解
規　　　ｓ　　成立　　　　会　てでて訟　　　っ　が有難　　　消
加　　　４　　　　　ロi　　　　申　　の健　｀于　　　た　　嬉難か　　　・
入　　　時　　幸艮　　　　　　込　　感服恩師　　　　　　しかっ　　　や
申　　　　　　まヒ　　　　　書　想人原い　　　　　かった　　　わ
込　　　　　　i°1　　　　　手　が同病を　　　　　った　　　　ら
１　　　　　　｀’　　　　　交　あ様患し　　　　－だ一　　　一い
名　　　　　　　　　　　　二　りに者だ一一一〇　九三八六だ

　（4）　　　（3）　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　（1）
各難　属従施　　　　（ｲ）医　　　　（ﾛ）　　　　（ｲ）医　相
体病　゛来療　受旧望地療　様る員実者陶せ出う千療　談
験患　がよ機　け医す理機　　｀だ外紬で当を席予葉相　事
談者　適り関　ら療る的関　検めのにあ救致願定大談　項
あの　切のの　れ機も戒変　討　｀参当り授しうで学会
り闘　と経選　る関　｀は更　さ期加わ内は連内あ第実

　gz病　思験択　様よ再よ希　れ待者一利千結語や二施
病気　考かに　手力度り望　度しが般の葉すを　ヽ内に
は概　せらつ　続｀０高に　いて種公権県るいや利就
気に　　ら総い　　のカ各度つ　　ｏ参々告威難　゜たむ長て
よつ　る合て　こル種専い　　　加のは者病　だを・
りい　　ｏ病　　　とテ検門て　　　の事績で審　き得熊
'/　て　　　院　　　゜写査医　　　　会情構あ議　速な谷
の　　　　。　　　　し等の　　　　員よ痙ね会　かい救
助　　　　特　　　　　等　｀施　　　　がｊ　るま委　　に口授
用　　　　に　　　　の難療　　　　失優もす員　そ程の
゜　　　大　　　　交問策　　　　望先友ｏの　０で出

　　　　　学　　　　付あを　　　　次さ０　責　打次席
　　　　　附　　　　をり希　　　　きれ会　任　合回顧

　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　（6）　　　　（5）
　　　　　　　　　　　　　適難各県関　　　（ﾛ）（ｨ）千　揚る施看

　　　　　　　　　　　　　時病種庁係　者準役と草葉　げ理･療護
　　　　　　　　　　　　　所速報担機　の備員す備支　る解実婦
　　　　　　　　　　　　　要務道当関　選会　る会部　様の務実
　　　　　j’　　哩　　　　の協関部　　定各　　゜速及　要度者務

　　　　　　　　　　　　　速議係署　　　を拙　　　絡び　望を○者　　　〃　へ　　　　　　　　　務会　　　　　す当　　所役　あは参の
　　　・1.　　　　　　　　要　　　　　　　るが　　　を員　やか加参
　　　g･　　　　　　　　　　請　　　　　　　゜暫　　　暫に　。りに加
　　　　　　　　　　　　　等　　　　　　　時　　定ヮ　梗恢よに
　　　　　　　　篠　　　　行　　　　　　　経　　的い　津復かつ

　　　　　　　　　　　　　勣　　　　　　　続　　にて　中の対い　　　　　　　　崎　　　　す　　　　　　　し　　千　　央資照て

　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　｀　　棄　　病に者
　　　　　　　　克　　　　゜　　　　　　　速　　支　　院供の　　　§？　．。　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　部　　　看し諸
　　　　部　　　治　　　　　　　　　　　　に　　速　　護実種

　　　　　　　　　　　　　　　　

適　　結　　婦効の
　　_．　’　　　　　　　　　　　　　　　任　　所　　゛を相
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●　●　●　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　●　●
16 12 ９　　１ 25 22 18 10 ８　４　１31 28 24 21 18 17 16　16 15 13　　　¬

〃事事会事一国支運事膠事〃事事事事厚障森栃全本　　本

　務務費務　会都営務原務　務務務務生害田木園部　　部
　局局ヵ局　署長委局４４局　局局局局宿年゛県集運
〃　にに　１　にjy名会員に号に〃K K K K。金　支会営　　運

　ててドて　整準会て発て　てててて富シ　都幹委　　営
　諸会の千　理備。決送諸　会膠臨会田ｙ　設事員　　、
　事計整葉〃。打順算　整〃計原時計・ポ　立会会　　｝舌〃務処理県　事合天役　理　事４４運事河ジ　総。。　　動

　処理　支　務せ堂員　・　務号営務村ゥ　会神韻　　．
　理　　都　局。分会　会　　校委　゛j、　に田天　　記
　　　　　準　之事室　　　計　　　正員　　　。　参に堂　　犯　　　　　備　　務に　　　　　　　会　　富　加て分　　蚤ヽ
　　　　　打　　局て　　　　　　　　　　　田　。゛室　　“

　　　　　合　　　kﾉＷ　　　　　　　　　　　　　●　　寺富に
　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河　　山田て
　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　　．　乙

　　　　　　　　　　　(⌒　　　　　　　　６６　　６　６　５　５　５　５　　　　　　　　　Ｕ　⑤　　　　‥　●●●●●●

外に出5蒔･ぶ　　　｀　゛
ﾋｹﾞﾆﾂ　　　　　　　11 10　　6　3 28 25 21 20

(まbしもか3ごﾘ　　ハコ　，ぃダ　　　　　　　
表裏星雲表表姦堡表

　まＵＭど……･'fEi'''''　　　　U背回U勁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原尉会　ッ務員゛ッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45処　・　　ヶ諸会　　ヶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷで爵　ぽ答　ｙ

　　　　　　　ａｅ?Ｏａ9　　　　　　　　　　雲霖包　翌　芒　m

　　　　　　　　　　如弥　　　　J　‰

　　　　☆　　　　　　　　　　☆　　　　　　　　　☆　黙折着々０会ら　た方○九現出し　ま様左用まか　‘れか中
くで員な五〇に　ヽ二金すた国すかる紙だ書四　に･｀，御
な未０ぃ十　納○○寄る　゜会　゜らべののき月　乖　｀見
り納会方四　めＯＯ附事か誘今－く無方下に　りど舞
まの費は年　残○内二が蔭願か枚正ぃはさか　りJぅ申
すまに大度　り円現○出様署らで確方是ぃ願　れかし　　事
のまょ至会　をを金五来で名でもﾌなは非まぃ　ま允ぁ　　務
でのっ急費　本全一　ヽま三にも多集再大し致　す分げ
ご方て本を　郷国八－しヽ御間く計度至だし　ょλま　　局

住に達郎ま　会患○こた八協に集結心急でま　ぅこ･す　　だ意は営まだ　計者　ヽ三゜五力合ま果送にしし　ぉ勺　゜　　｀
下賢しで納　に団○円　四をぃるをか御ょた　析っI片　　よ

さ料てかめ　繰体○切　名有ま０出致回うア　りけ熱　　り
ぃ等居送て　人連○手　分難すをしし答かン　申ては
゜かかかぃ　れ絡円寄　のう//待度ま下　　ケ　し　｀乙･
　送ま下ら　致協と附　署ご　っぃすさ　　１　ﾄ、こは
　ゃすさっ　　し議切二　名ざ　ての　゜ぃ　　ト　げのだ
　出会いし　ま会手－　をぃ　居で　　ｏ　を　まＱし
　来次　゜や　しの三四　呈ま　　!?皆　　　　　す今い
　　　　　　　　　　ゝ
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☆

　

膠
原
四
十
五
号
０
中
江
全
員
に
振
替
用
紙
を
入

　

れ
ま
す
の
で
五
十
五
年
慶
納
入
に
か
使
い
下
さ
い
。

　

洵
郵
便
局
で
振
替
用
紙
を
も
ら
っ
て
訟
使
い
の
節

　

は
次
の
番
号
を
知
書
き
込
み
下
さ
い
。

　

裏
に
通
信
欄
が
有
か
１
す
の
で
送
金
内
容
を
か
庖

　

ら
す
釦
書
き
下
さ
い
。
陶
振
込
の
場
合
は
こ
ち
ら

　

か
ら
領
収
１
　
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
１
　
手
元

　

の
振
込
票
ｏ
控
を
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

☆

　

膠
原
病
手
帳
が
た
だ
今
品
切
れ
と
な
っ
て
居
り

　

ま
す
の
で
新
入
会
の
方
に
は
も
う
し
ば
ら
く
軸
待

　

ち
下
さ
い
。
印
刷
出
来
し
だ
い
訟
送
か
申
し
上
げ

　

一
一
才
。

☆

　

書
籍
ｏ
ご
案
内

　
　
　

膠
原
病
ｏ
は
次
し
送
料
共

　

て
】
四
〇
円

　
　
　

特
集
二
号

　
　
　

〃

　
　
　

四
二
〇
円

　
　
　

膠
原
病
手
帳

　
　

〃

　
　
　

二
六
〇
円

ぐj

会
費
納
入
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

①
五
十
五
年
度
会
費
を
現
在
ま
で
納
入
済
０
方
に
は

　

差
額
の
Ｉ
、
二
〇
〇
円
を
追
加
納
入
さ
れ
た
く
、

　

振
替
用
紙
を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

　

さ
い
。

②
洵
こ
れ
か
ら
納
入
さ
れ
ま
す
方
に
訃
か
れ
ま
し
て

　

は
、
三
、
六
〇
〇
円
を
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
訟

　

願
い
い
た
し
１
す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
憚
丿
物
認
可
（
毎
週
二
回

　

月
曜
・
金
蘭
発
行
）

昭
和
五
十
五
年
八
月
一
日
発
行
Ｓ
｛
‘
○

　

通
巻
四
八
四

＊
本
水
＊
永
水
喩
永
｛
＊
永

＊＊

編
集
後
記

　
　
　

Ｉ
ｌ
ｊ
ｊ
ｌ
『
ｉ
－

水＊
＊
池
水
泳
本
＊
水
泳
乖

乖＊重血

　

発
行
予
定
が
遅
れ
て
し
ま
い
申
し
訳
け
ご
ざ
い
ま

　

せ
ん
。

・
友
の
会
も
早
い
も
の
で
結
成
し
て
十
年
目
を
迎
え

　

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
友
の
会
機
関
紙
「
膠
原
」

　

は
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
努
力
に
よ
ね
今
日
ま
で
受

　

け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

内
容
が
か
た
い
μ
‥
マ
ン
ネ
リ
化
μ
‥
と
い
う
ご
意
見

　

も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
ご
意
見
を
基
に
十

　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
ｈ
ｙ
、
編
集
方
法
を
考
え
て

　

ま
い
-
s
＾
た
い
と
存
じ
ま
す
。

・
「
会
員
だ
よ
り
」
は
秘
手
紙
等
に
よ
る
交
流
の
場

　

と
し
て
、
お
手
紙
を
一
部
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し

　

ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
お
仲
間
作
わ
を
し
て
友
０
会
Ｏ

　

輪
を
拡
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
１
す
。

・
皆
様
の
ご
意
見
・
体
験
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

匿
名
ご
希
望
の
方
は
投
稿
文
に
そ
の
む
ね
を
秘
書

　

き
添
え
下
さ
い
。

・
か
寄
せ
頂
き
ま
し
た
原
稿
は
編
集
の
都
合
上
、
一

　

部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
０
で
、
あ
ら
か

　

じ
め
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
委
員
富
田
・
寺
山
・
森
田
・
俵
田

　

世害

　

田者

　

谷団

　

区体

　

砧定

　

八期

　

｜刊
定二行

価寸物

　

一協
八１会
○三

円
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